
事例内容・タイトル

出典

地方公共団体金融機構

団体名

事例区分 行政改革 タグ

事例種類

・公共施設活用
・（行政改革）業務の効率化
・組織改革

岡山県玉野市

公共施設の複合化

公民館・図書館の複合施設の建設

地方公共団体における行政改革の取組（平成30年3月28日公表）

団体の属性 一般市

事例№ 971

公表年度 H29



★公共施設の複合化

○ 公民館及び図書館が老朽化したため、二つの施設をショッピングモール内に移転し、複合施
設を建設した。

⇒ 利便性が上がり、住民満足度が向上した。また、指定管理者のノウハウにより、住民サービス
が向上した。

〈公民館・図書館の複合施設の建設 ：玉野市（人口 約6万人）〉
【取組】
・ 平成29年4月１日、市の中心地にあるショッピングモール内に「玉野市立図書館・中央公民館」を開館。
・ 約4,200㎡にも及ぶ図書館内に公民館機能が点在する「図書館と公民館が融合した施設」にした。
・ この移転・整備を機に、さらなる市民サービスの向上と管理運営の効率化を図るため、指定管理者による運営を行った。

【効果】
・ 開館時間が拡大 ⇒全日9：00～21：00へ（旧施設は平日10：00～17：00・土日10：00～18：00開館）
・ 施設規模の拡大 ⇒面積：4,178㎡
・ 開架蔵書の増加 ⇒蔵書16万5000冊のうち開架図書は13万5000冊とした。（旧図書館8万冊）
・ 開館した４月～11月の間の入館者数・登録者数・貸出点数は、平成27年度の年間のそれぞれの数値よりすべて上回った。
・ 自動返却機、予約照会機、自動貸出機を導入した。
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予約照会
機、予約棚
の導入に
より、プラ
イバシーを
保護した予
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実現。

図書フロ
ア内に研
修室など
公民館機
能を点在。


